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十
七

谷

の
形

態

に
就

い
て

地
糾
壌
評
論

節
川

谷
節
五
紙

同
日

拭

松

気

象
撰

長
野
噸

鼠象
印

紬

flu-
1･l

･一日
~-

心抄
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〃
佐
々

愈
航
三

長
野
暇
上
紙
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町
附
近
早
朝

の
拭
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分
和

地

州

構
評
論
雛
七
髄
節
三
脱

糞

加
市
内
外
の
紅
組
苑
に
就

い
て

他
州
雛
緋
前

節
七
怨
節
七
批

節
大
紋
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長
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15
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16

三
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脚
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二

四
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山
形
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蜜
分
布
と
北
ハ
の
地
珊
蝉
的
忠
魂

地

測ー
撰
評
論
第
七
番
解

J
脱

中
火

日
本

に
於

け

る

･:･.Z
地
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人
文
地
誰
桝
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那
耽
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粕

地
=J
蝉
評
論
約
六
伸
餅
八
舵

本
邦

に
於

け
る故
郷
韓
荊
手
紙
問
に
就

い
て

地

珊
蝉
誹
前
節
四
谷
第
十
二
舵

人
口分
布
糊
御
製
に
帥
す
る
考
雛

の
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端

地
班
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評
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篠
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兄
妹
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世

界

油

田

の

現

状

と

石

油

工
業

(

三

)

近

藤

竪

二

詳

南
港
に
於
け
る
油
田

世
非
の
石
油
業
は
於

い
て
南
米
が
極
め

て韮
婁
夜
fJ

と
は
､
敢
近
､
同
大
陸
の
各
地
に
陸
縛
と

新油
田
が
現

は
れ
､
殊
に
ゲ
エ
ネ
ズ
ラ
フ一の
了
フ
カ
イ
ボ
盆
地
の
磯

展
に
依
っ
て
愈
々
明
ら
か
に
な
っ
た
｡

該
盆
地
は
今
日
は
未
だ
深
場
が
不
充
分
で
あ
る
が
､

既
に
英
大
在
石
油
賓
庫
を
有
す
る
rJ
と
む
昏
覆
し
て
居

㌔

市
況
の
需
要
が
横
大
す
れ
ば
､
何
時
ほ

て79
開
磯

に
魔
ぜ
ん
と
し
て
ゐ
る
｡

マ
ラ
カ
イ
ボ
盆
地
に
此
し
て

第
二
級
で
あ
る
が
､
之
と
補
助
的
は
開
蟹
ruる
べ
q
J地

域
は
､
オ
-
ノ
コ
河
の
精
々
北
方
で
ト
-

こ
ダ
ー
ド
の

酉
は
替
る
､
グ

エ
ネ
ズ
エ
ラ
の
梅
岸
地
方
ま
わ
ア
ン

デ



ス
山
系
の
南
濃
を

定
に

西
方
に

延
ば
し
た

地
域
で
あ

る
○グ

エ
ネ
ズ
ユ
ラ
を
除

い
た
南
米
の
各
地
も
､
撒
水
は
､

結
局
は
地
方
的
債
値
の
79
の
ほ
は
在
る
が
､
現
在
で
は

ブ

ユ
ネ
ズ
エ
ラ
の
蔵
版
は
金
-
願
倒
rb
れ
て
ゐ
る
｡

ヴ
モ
ネ
ズ
H
[フ

グ

ユ
ネ
ズ
エ
ラ
は
世
界
の
産
油
図

の
社
で
は
､
今
や
露
西
東
と
第
二
位
を
軍
ふ
位
置
は
居

か
最
近
で
は
軍
資
上
は
世
界
の
石
油
市
場
に
於

では
p

露
囲
よ
カ
も
迄
に
優
越
夜
地
歩
を
占
め
て
ゐ
る

｡

之
は
現
在
の
ゲ

エ
ネ
ズ
ラ
フ
の
油
井
の
驚
-
べ

Fu損

油
量
と
p
好
機
を
縛
れ
ば
直
ち
に
現
在
の
川
油
量

の
数

倍
を
出
す
像
備
油
田
を
有
す
る
故
で
あ
る
｡

現
在
p
グ

ヱ
ネ
ズ
エ
ラ
の
産
油
む
拘
束
す
る
直
接
の

原
因
は
､

了
フ
カ
イ
ポ
湖
口
の
浅

57秒
燐
を
横
断
す
る

容
量
の
油
槽
船
が
未
だ
揖
凍
な

い
こ
と
で
､
之
が
完
成

の
暁
に
は
､
所
要
の
型
式
の
タ
ン
ク

｡
カ
ー
を
建
造
し

て
も
引
き
合
ふ
だ
け
油
慨
が
快
復
す
れ
ば
､
産
油
は
急

速
に
増
加
す
る
｡

了
フ
カ
イ
ボ
盆
地
に
於
け
る
封
鎖
油

刑
の
磯
床
が
如
何
に
雄
大
な
る
か
は
唯
､
推
測
す
る
よ

慨
淋
納
田
の
塊
状
と
石
洲
工
業

-

外
は
な

い
｡
飴
し
油
田
の
出
油
カ
の
豊
穣
を
乙
と
ー

旗

豪
の
雄
大
夜
乙
と
は
凡
を
明
か
と
在
っ
た
.

盆
地
の
大

n
は
カ
-
フ
ォ
ル
エ
ア
の
サ
ン
｡
ノ
ー
キ

ン
演
谷
を
連
想
す
る
面
積
で
'
含
油
層
の
性
質
も

カ
-

フ
ォ
ル
エ
ア
及
び
露
問
の
第
三
紀
層
の
大
油
田
に
酷

似

し
て
ゐ
る
0

以
上
を
組
合
す
れ
ば
､
乙
の
地
方
が
世
界
に
於
け
る

大
産
油
地
の

一
と
し
て
充
分
に
雅
雄
を
期
す
る
こ
と
が

で
き
る
○

カ
ラ
カ
ス
の
附
近
ほ
は
別
に

一
つ
の
漁
傭
油
肘
も
あ

る
の
で
､
ブ

エ
ネ
ズ

エ
ラ
の
南
部
地
方
に
は
漸
て
了
フ

カ
･T･
ボ
盆
地
以
上
の
油
[Lt
が
出
現
し
き
う
に
息
は
れ
で

ゐ
る
｡
南
部
地
方
は
石
油
の
膳
胎
す
る
魔
で
あ
る
が
'

こ
れ
は
日
下
開
磯
中
の
オ
リ
ノ
コ
河
口
の
西
北
は
ベ
ル

ム
ヂ
ズ
在
る
僻
青
潮
の
存
在
す
る
FJ
と
､
惨
油
を
伴
ふ

大
背
斜
が
ト
リ

ニ
ダ
ー
ド
の
対
岸
を
閥

へ
'
ア
ン
デ
ス

の
商
麓
は
沿
以
走
る
乙
と
等
で
も
推
測
が
つ
-
0

こ
の
間
域
の
雑
で
割
合
は
便
宜
夜
塵
の
探
磯
事
業
は

未
だ
は
成
功
し
て
ゐ
覆

い
が
､

了
フ
カ
･T
ポ
盆
地
よ
-

E
F
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四
九



地

珠

節

十
七
各

も
而
精
が
購

い
か
ら
今
後
は
確
に
澱
も
翼
要
を
も
の
に

な
る
〇
･

ヨ
ロ
ム
ビ
ア

か
ロ
ム
ビ
ア
は
年
額
で

一
千
入
官
苗

rJrl
I

レ
〝
の
石
油
を
日
下
は
出
油
し
て
ゐ
る
｡
rJ
の
産

油
は
主
に

､

マ
ク
ダ
レ
ナ
渓
谷
の
イ
ン
フ
ア
ン
ク
ス
油

田
の
も
の
で
､
三
宵
五
十
哩
の
送
油
銭
管

(
之
で

一
=

ほ
五
苗

バ
ー
レ
ル
を
迭
油
す
る
)
を
充
た
す
容
風見
が
あ

る
｡
乙
の
蛾
管
線

は
油
田
と

ヤ
ク
ダ
レ
ナ
河
口
の
海
港

と
を
連
絡
す
る
｡

コ
ロ
ム
ビ
ア
は
石
油
の
大
貯
油
槽
を

減
す
る
rJ
と
は
､
疑
を
容
れ
ね
が
夫
の
大
部
分
は
開
拓

は
不
便
な
の
で
近

い
賂
楽
は
大
桑
の
油
を
回
収
す
る
見

込
み
は
つ
き

ruう
も
を

い
｡
石
油
の
徴
横
は
次
に
掲
げ

る
四
つ
の
地
方
は
散
見
さ
れ
て
ゐ
る
｡

〓

)
北
方
沿
海
地
方

≡

)
マ
ク
ダ
レ
ナ
渓
谷

(三
一

コ
ロ
ム
ビ
ア
の
東
北
部
は
属
す
る
了
フ
カ
イ
ボ
盆
地
の

.i
部

(塑

ア
ン
デ
ス
山
系
の
東
方
の
夫

置
域
で
'
前

部

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
油
附
の
延
長
な
る
石
油
露
面
の
ベ
ル

ト

の
あ
る
地
方
｡

rJ
の
最
後
の
地
方
は
'
結
局
の
産
油
量
が
英
大
在
も

節
六
批

翌

凹

五

〇

の
に
な
る
'

期
待
す
べ

き
塵
で
あ
る
が
､
惜
し
い
fJ
と

ほ
は
交
通
不
便
な
僻
遠

な
地
な
の
で
長
期
は
猛
っ
て
大

規
模
を
蔵
屋
を
見
る
rJ
と
は
蒐
兼
を

5'｡

ヱ
ウ
ア
ド
ル

サ
ン
タ

･
ヱ
レ
ナ
牛
島
の
エ
ク
ア
ド

ル
油
田
は
'
既
に
閣
班
牙
の
統
治
時
代
よ
少
イ
ン
デ
ア

ン
の
間
に
は
知
ら
れ
て
ゐ
ね
.
幼
稚
で
は
あ
る
が
'
を

の
以
前
か
ら
栂
績
し
て
開
聴
は
行
は
れ
で
ゐ
た
｡
最
近

に
放
け
る
産
油
は
年
額
で
数
寓

バ
ー
レ
ル
に
過
ぎ
ず
､

今
後
に
於
で
槍
加
す
る
畳
も
さ
し
て
期
待
す
る
轟
で
は

な

い
○

尤
も
石
油
徴
候
は
海
岸
を
除

い
た
或
-
の
地
域
と
､

ア
ン
デ
ス
山
系
の
山
間
の
渓
谷
は
凝
見
さ
れ
て
ゐ
る
｡

ア
ン
デ
ス
山
系
と
並
行
し
て
帯
状
を
覆
す
サ
ブ

･
ア

ン
デ
ア
ン
石
油
露
所
帯
は
､
ブ

エ
ネ
ズ
エ
ラ
よ
-
南

へ
､

コ
ロ
ム
ビ
ア
ま
で
延
び
､
東
部

エ
ク
ア
ド
ル
に
も
戯
域

に
亘
っ
て
敷
布
し
て
ゐ
る
.

ペ
ル
ー

ペ
ル
ー
は
於
で
'
日
下
産
油
あ
る
油
円
は

年
額
で

一
千
官
営
バ
ー

レ
ル
を
出
油
し
て
ゐ
て
､
位
常

は
園
の
北
境
は
近

い
海
岸
地
方
で
あ
る
｡
チ

チカ
カ
湖



の
附
近
ほ
は
地
方
的
は
頚
袋
な
橡
備
油
m
も
あ
る
が
､

撒
水
は
於
で
韮
大
在
も
の
に
な
る
の
は
東
部
ペ
ル
ー
の

未
踏
地
な
る
ト
ラ
ン
ス
･
ア
ン
デ
ス
地
方
の
油
田
で
､

直
線
状
に
九
百
哩
に
亘
っ
て
連
縛
し
て
ゐ
る
｡

こ
の
地
方
の
石
油
鰐
田
を
諾
廃
で
験
し
た
粍
基
'
恐

ら
-
大
規
模
の
企
業
ほ
し
で
も
荷
､
豊
富
な
産
油
を
得

る
叶
能
性
の
あ
る
こ
と
が
判
っ
て
ゐ
る
｡

然
し
土
地
が
偏
境
な
の
で
p産
油
が
雄
大
に
し
て
も
､

焦
眉
の
開
磯
を
迫
ら
れ
て
ゐ
る
握
要
地
で
は
老

い
｡

ポ
リ
ヴ
イ
ア

石
油
露
面
は
､
ボ
-
ダ
イ
ア
の
商
境

よ
-
東
北
に
延
び
る
帯
状
地
の
屡
々
に
春
在
し
､
ア
ル

ゼ
ン
チ
ン
油
田
の
北
輔
に
連
な
る
｡
之
は
成
ぐ
面
積
で

は
'
チ
チ
カ
カ
湖
の
附
近
ほ
あ
る
が
､
大
石
油
糠
床
は

東
部
ポ
リ
ダ
イ
ア
の
沖
積
平
原
の
下
に
靴
捜
し
て
ゐ
る

と
獅
さ

れ
て
ゐ
る
.

試
掘
の
粘
基
と
し
て
既
に
重
要
な
二
油
田
が
p
ア
ル

ゼ
ン
チ
ン
と
の
囲
境
近
-
聴
見
r
uれ
'
敢
近
ほ
は
東
部

平
原
の
石
油
探
鳩
の
為
は
戯
域
カt･6譲
奥
地
が
許
可
ru
れ

ね
.
未
だ
産
油
と

い
ふ
も
名
の
み
で
あ
る
が
､
石
油
輪

世
非
油
日
の
棚
状
と
前
曲
工
難

送
が
困
難
在
た
め
､
長
年
に
捉
つ
て
事
業
の
聴
展
を
妨

げ
る
で
あ
ら
う
｡

ア
ル
ゼ
ン
手
ン

酉
部
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
ア
ン
デ
ス

の
東
巽
に
滑
以
長

さ

約
二
千
哩
は
亘
る
山
荘
の
産
油
昔

に
は
既
に
四
欄
の
油
田
が
関
数
ru
紅
で
ゐ
る
が
'
第
五

の
油
田
が
偶
然
に
も
同
園
の
東
海
岸
の
コ
モ
ド

ロ
ー
｡

リ
グ
ア
ダ
ダ
イ
ア
の
附
近
ほ
磯
兄

r
u

れ
た
｡

後
者
は
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
政
府
の
骨
相
し
経
常
す
る
も

の
で
､
囲
内
線

産
油
の
大
草
を
田
浦
し
て
ゐ
る
｡

因
に
.同
問
は

<E
九
二
七
年
の
絶
産
油
が
大
約
入
口
常

'',～

-

レ
ル
で
あ
る
｡
そ
の
保
留
油
H
は
莫
大
を
償
個
の

も
の

で

あ

る
乙
と
は
確
薯
で
あ
る
が
､
石
油
の
輪
蓬
楳

件
が
恵
-
囲
内
に
他
の
蛮
大
在
燃
料
費
源
を
敏

い
て
ゐ

る
の
で
石
油
は
革
に
地
方
的
に
重
要
夜
も
の
と
し
て
需

め
ら
れ
る
ほ
過
ぎ
な

い
.

オ
イ
ル
シ
エ
-
〟

智
利

鶴.
利
は
少
発
の
石

油

貫

岩

の
憐
床
を
有
し
､

石
油
の
方
は
多
少
あ
る
見
込
み
で
あ
る
が
'
こ
の
石
油

資
源
は
問
家
的
ほ
深
場
中
の
も
の
で
､
局
部
的
に
頚
要

な
も
の
と
し
か
皿

へ
覆

い
｡

N
F
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地

球

解

十
七
番

ウ
ル
グ
ア
イ
と
パ
ラ
グ
ア
イ

爾
問
の
石
油
規
減
量

は
未
定
で
あ
る
｡

一
般
は
見
て
注
目
す
る
昔
の
露
頭
に

乏
し

い
の
で
探
砺
作
業
は
聞
知
で
費
用
が
嵩
む
ら
し

-
p
他
に
探
棚
の
容
易
を
地
域
が
試
掘
さ
れ
る
ま
で
は
､

延
引
は
止
む
を
村
田
も
の
ら
し
V
.

ブ
ラ
ジ
ル
と
ギ
ア
ナ

ギ
ア
ナ
の
中
央
よ
カ
ブ
ラ
ジ

ル
の
東
部
に
連
な

る
高
基
を
な
す
地
方
は
p
有
期
の
岩

石
の
聴
逢
し
て
ゐ
る
と
こ
ろ
で
'
油
気
す
ら
も
な

い
仝

-
の
不
毛
ら
し
い
｡
然
し
少
畳
の
石
油
は
ギ
ア
ナ
の
北

岸
と
､
ア
マ
ゾ
ン
河
口
に
近

い
マ
ラ
ン
ハ
オ
ま
わ
ブ
ラ

I,,h
γ
の
沿
岸
を
､
殆
ど
ウ
ル
グ
ア
イ
と
の

境
界
ま
で
延

び
る
狭
長
夜
地
帯
に
膳
胎
し
て
ゐ
る
0

叉
､
少
畳
の
石
油
と
瓦
斯
は
'
サ
ン
･
パ
ウ
ロ
附
近

の
二
盛
紀
静
内
に
あ
る
｡
ア
マ
ゾ
ン
の
水
源
地
は
石
油

露
面
に
富
み
､
を
の
山
麓
昔
に
は
大
油
田
の
出
現
を
期

待
rb
れ
て
ゐ
る
｡
然
し
僻
遠
で
開
拓
に
不
便
を
の
で
､

其
の
大

dTJさ
も

大

い
に
割
引

し
て
考

へ
ぬ
ば
な
ら
を

い
｡又

.
サ
ブ

｡
ア
ン
デ
ス
帯
が
ブ
ラ
ジ
ル
は
於
で
石
油

飾
六
批

四
賀

五
二

を
見
る
紘
至
ら
ん
と
の
預
憩
は
､
撒
水
の
状
態
に
依
る

も
の
で
現
状
と
は
何
等
の
交
渉
79
な

い
｡

欧
羅
巴
に
於
抄
る
油
田

欧
雁
巴
の
童
な
る
油
田
と
貯
油
槽
は
黒
海
'
裏
梅
の

周
囲
の
置
域
に
基
申
し
て
居
-1
P
就
中
露
閣
喪
の
油
田

は
､
乙
の
範
囲
で
は
世
界
の
首
位
に
あ
る
｡

之
は
蛙

い
で
重
要
で
且
つ
面
積
の
購

い
油
問
は
､
ル

ー

マ
ニ
ア
､
ガ
リ
シ
ア

(
ポ
ー
ラ
ン
ド
)
閣
内
の
カ
ル

パ
テ
ア
山
脈
の
山
麓

一
昔
に
磯
逢
し
て
居
る
.

父
.
地
方
的
に
重
要
な
少
数
の
油
田
は
'
両
部
欧
雁

i
]に
散
布
し
て
ゐ
る
O
今
や
露
閣
並
の
産
油
額
は
年
産

八
千
寓

rrJl
I
レ
ル
'
ル
ー
マ
ニ
ア
は
同
じ
-
二
千
五
百

寓
rJJt
I
レ

ル
'

ポ
ー
ラ
ン
ド
が
五
官
苗
バ
ー
レ
ル
で
残

る
欧
州
の
各
地
は
二
百
薗
';'1
-
レ
ル
以
下
で
あ
る
C
然

し
露
岡
の
石
油
資
源
は
､
産
油
詑
錐
の
示
す
数
字
に
此

し
て
迄
に
大
き
-
､
又
割
合
に
舟
運
の
便
よ
-
貴
海
沿

岸
の
譜
港
に
も
近

5,.

賂
兼
'
油
田
の
探
嚇
及
び
開
敬
に
就
て
囲
際
間
の
協

定
が
達
成
rb
れ
た
院
に
は
大
皿
油
h
tす
べ
き
保
留
油
田



で
あ
る
｡

露
西
正

カ
ス
ピ
海
を
囲
む
ロ
シ
ア
の
大
石
油
地
は

欧
州
の
ク
-
ミ
ア
牛
島
よ
ら
延
び
て
中
央
蔚
帥
由
の
ト

ル
キ
ス
タ
ン
と
支
邪
の
問
境
に
迄
到
っ
て
居
る
｡
rJ
の

低
域
は
'
世
界
の
石
油
排
減
量
の
極
め
て
大
部
分
の

パ

ー
セ
ン
ト
を
占
め
､
今
迄
は
勿
論
の
rJ
と
､
賂
水
も

採

堀
す
べ
き
第

一
級
地
で
あ
る
｡

最
も
磯
属
し
允
油
田
は
､

エ
ブ
シ
ュ
ロ
ン
牛
島
の
カ

ス
ピ
海
に
臨
む
岸
の
バ
ク
ー
附
近
ほ
あ
り
､
其
の
他
の

グ

ロ
ス
エ
ー
.

マ
イ

コ
ッ
プ
､
ク
マ
ン
等
の
油
肘
は
地

殻
の
摺
曲
昔
に
あ
ら
'
鮎
々
と
し
で
石
油
､
瓦
斯
の
大

露
面
む
件
ひ
､
バ
ク
ー
よ
ら
環
海
の
岸
ま
で

コ
-
カ
サ

ス
山
脈
の
両
翼
に
沿
以
妊
豆
す
る
.

叉
こ
れ
以
外
に
7?
基
海
上
の

一
島
峡
に
現
は
れ
る
'

コ

-
カ
サ
ス
摺
曲
軸
の
東
方
延
長
線
に
あ

る

ホ
ー

リ

ー

･ア
イ
ラ
ン
ド
.
チ
エ
レ
ツ
.ケ
ン
等
と
tla
細
並
木
士
の

ナ
フ
ト
｡
ダ
ブ
フ
ほ
用
油
す
る
油
田
が
あ
っ
て
採
瀬
上

に
慨
侶
あ
る
地
方
で
あ
る
｡
バ
ク
ー
と
其
の
附
近
の
産

油
は
第
三
紀
未
の
鮮
新
又
は
中
新
期
の
地
層
の
79
の
で

慨
淋
納内
田
の
現
状
と
石
油

.El:莱

あ
る
｡

カ
ス
ピ
海
の
北
岸
で
､
ウ

ラ
ル
摺
曲
帯
の
連
頂
な
る
'

ウ
ラ

ル
｡
エ
ム
rr'l
大
仙
H
の
含
油
層
は
'
白
票
紀
暦
に

貫
入
せ

る
岩
雄
､
石
膏

(
叉
は
ソ
ル
ト
｡
ド
ー

ム
)
の
プ

ラ
ツ
グ
状
の
も
の
J
甲
に
石
油
を
伴
ふ
や
う
で
あ
る
｡

乙
の
地
方
の
地
質
は
沖
積
暦
が

完
W
は
被
覆
す
る
た

め
に
判
別
し
て
ゐ
老

い
が
､
石
油
露
面
の
分
布
は
焼
-
､

特
に
地
球
物
排
撃
的
探
槻
法
を
臆
用
す
れ
ば
､
賂
来
聴

展
す
べ
き
握
要
地
で
あ
p?
｡

恐
ら
-
ウ
ラ
ル
｡
エ
ム
バ
圃
域
の
石
油
は
二
畳
紀
に

肱
胎
す
る
ら
し
-
'
グ
オ
γ
ガ
河
の
渓
谷
に
於
け
る
二

盈
配
暦
の
石
油
露
寓
の
産
状

は
他
と
典
み
興
味
あ
る
79

の
で
あ
る
｡

又
､
極
北
地
方
の
ウ
ラ
ル
山
系
の
延
長
の
暫
方
斜
面

に
あ
る
ク
ク
タ
附
近
の
デ
ボ
ン
紀
暦
に
新
に
石
油
が
磯

見
さ
れ
た
の
で
､
東
部
及
び
南
光

ロ
シ
ア
と
ウ
ラ
ル
山

系
の
南
方
､
シ
ベ
リ
ア
笛
兼
の
大
隈
域
の
古
生
静
中

に

も
廃
々
ほ
石
油
の
蔑
見
を
期
待
し
て
ゐ
る
｡

骨
油
暦
で
あ
る
自
重
紀
暦
と
第
三
紀
暦
と
を
含
む
多

望

七

五
三



他

流

第
十
七

怨

-
の
複
雅
な
招
曲
が
'
カ
ス
ピ
海
と
支
部
境
と
の
間
の

ト
ル
キ
ス
タ
ン
地
方
は
分
布
し
て
ゐ
る
O

寧

b
､
乙
の
匿
域
は
採
磯
の
行
は
れ
72
粘
基
､
フ
エ

ル
ガ
ー
ナ
油
性Ⅰ
と
い
ふ
大
油
田
を
見
る
に
至
つ
空

位

視
は
印
度
の
北
隅
の
北
は
隣
れ
る
地
方
で
あ
る
O

現
在
､

ロ
シ
ア
は
於
け
る
開
聡
は
ソ
ダ
イ
エ
ッ
ト
政

府
は
依
っ
て
行
は
れ
､
器
械
類
､
経
費
､
輸
送
力
と
執

紬
せ
る
従
業
員
の
敏
之
に
も
拘
ら
ず
､
産
油
は

∵
九
二

〇
年
以
凍
二
宿

に
壇
加
し
･
瑚
び

一
九
〇
一
年
常
時
の

黄
金
時
代
を
見
る
ほ
空
っ
LJ
.

送
油
餓
管
の
敷
設
塞
が

一
致
賛
成
ru机
で
凍
堀
と
晃

井
と
が
証
は
適
切
な
機
構
の
下
に
行
は
れ
る
暁
に
は
-

準
b
-
年
街
数
億
薗

rr,l
I
レ

ル
の
閏
油
且毘

昇
進
す
る

は
､
rJL
で
凶
鼎
で
は
な

い
｡

ル
-
マ
ニ

ア

ル
ー

マ
ニ
ア
油
田
は
､
カ
ル

パ
チ
ア

山
系

の
東
側

の
丘
陵

を
園
ひ
摺
曲
山
地
に
あ
ゎ
､
歓
雅

巴
油
田
の
細
で
ロ
シ
ア
に
遅
い
で
第
二
位
の
磨
油
相
を

古

め
'
水
運
の
利
よ
-

(
即
ち
グ
ニ
ュ
ー
ブ
河
や
貴
梅

を
握
過
し
て
輸
注
の
健
が
あ
る
)
且
つ
中
英
歓
雁
巴
の

餅

大
洗

望

八

茄
灼

石
油
相
場
に
も
近

い
の
で
恵
ま
れ
て
ゐ
る
C
探
欄
と
典

に
溌
暦
の
襲
井
"LJ腹
頂
す
る
た
め
ル
ー

マ
ニ
ア
の
産
油

は
急
速
は
相
加
し
っ
ゝ
あ
ヵ
.
今
後
も

乙

の
情
勢
が
頂

く
で
あ
ら
う
｡

ソ
ル
j･

ド
-
ム

ヅ
ル
A

期
の
園
の
石
油
の
大
部
分
は
､
岩

鞭

考

経

と

岩

鴎

プ

ラ
ヅ
グ
､
即
ち
複
雅
を
不
規
則
夜
形
状
の
貫
入
せ
る
腰

痛
を
件

へ
る
第
三
紀
の
鮮
新
期
暦
よ
-
出
て
ゐ
る
｡
故

に
へ
糖
密
を
紫
井
と
地
表
は
近
い
地
下
の
作
業
が
必
要

で
あ
ら
､
特
は
地
球
物
排
撃
約
の
探
瑚
法
が
有
効
で
あ

る
0カ

ル
パ
チ
ア
ー;
系
の
東
け
放
け
る
油
田
の
外
に
､
山

系
の

閥
側
は
於
で
､
ウ
イ
ン
ナ
盆
地
の
周
遊
ほ
も
､
若

干
の
油
附
が
時
と
し
て
悲
見
r
Jれ
で
ゐ
る
｡

瀬
上

ワ
ン
ド

ポ
ー
ラ
ン
ド
或
は

ガ
-
シ
ア
油
Eg

は
､
カ
ル
パ
チ
ア
山
系
の
北
側
の
摺
曲
と
断
層
の
地
帯

む
占
め
､

含
油
層
は
､
有
期
の
地
層
が
押
被
せ
摺
曲
を

な
し
て
.
シ
ー
ト
状
を
な
せ
る
下
に
埋
没
す
る
砂
圏
で
､

焼
成
は
聴
達
し
で
ゐ
る
｡
石
油
の
澱
も
多
-
肱
胎
す
る

の
は
オ
リ
ゴ
シ
ソ
期
の
砂
暦
で
､

ヱ
オ
シ
ソ
及
び
日
豊



配
暦
に
は
之
に
躍
ぐ
畳
で
あ
る
｡

一
九

〇
九
年
に
於
で

ガ
-
シ
ア
の
産
油
が
敢
高
に
遷
し
た
頃
は
千
五
育
苗

バ

ー
レ
ル
の
産
箱
で
'
其
の
以
後
は
数
年
に
亘
-
五
百
常

乃
至
六

百
薗

F'/l
I
レ
γ
を
出
し
､
夫
の
約

8
5
0/Jo
は
東

部
ガ
-
シ
ア
産

の
も
の

で
､
主
に
タ
ス
ク
ノ
ダ
イ
ス
と

ポ

-
ス
ロ
ク
油
田
の
も
の
で
あ
る
｡

燭
逸

猫
過
の
産
油
は
以
前
に
比
べ
る
と
急
速
は
塘

伽
を
ホ
し
.tJ
は
居
る
が
､
未
だ
周
年
産
日
常

バ
ー
レ
ル

ゾ
ル
,l･プ
ラ
ツグ

以
下
に
過
ぎ
な

い
O
賞
八
状
の

岩

頗

癌

を

砿
払
､
叉
は

之
と
密
接
す
る
､

バ
ン
ノ
ー
.Jr1
-
石
油
成
敗
び
油
井
よ

-
の
79
の
が
重
な
る
も
の
で
あ
る
.

地
表
に
近

い
地
下
の
作
業
と
溌
据
作
業
を
粗
密
に
行

へ
ば
､
証
に
多
畳
の
出
油
は
村
ら
れ
る
で
あ
ら
う
Cy
殆

し
.
猫
過
は
園
内
の
需
要
を
充
た
す
ほ
足
る
産
油
を
縛

る
こ
と
は
今
後
と
て
も
先
づ
な

い
と
恩
は
れ
る
｡

備
蘭
酉

年
楯
で
五
十
常

r'rl
I
レ
γ
の
産
油
の
大
部

分
は
ア
ル
サ
ス
の
ペ
ソ
シ
ェ
ル

ブ
ロ
ン
石
油
銑
よ
わ
の

も
の
で
あ
る
｡
然
し
'
澱
近
ほ
は
南
部
フ
ラ
ン
ス
の
ガ

ビ
ア
ン
地
方
に
､
朝
皆
の
丑
の
石
油
が
聴
児
ru
机
で
ゐ

せ
鼎
油
日
の
現
状
と
石
油

tH
難

る

0若
し
､
石
油
工
業
闘
係
の
諸
法
規
や
慣
習
等
の
耕
鮎

が
除
か
れ
る
と
き
は
p
賂
楽
は
ピ
レ
ネ
ー
山
系
を
囲

む
､

ア
キ
タ

ニ
ア
の
盆
地
む
始
め
恐
ら
-
メ
-
盆
地
に
も
､

莫
大
の
産
油
を
見
る
ほ
至
る
で
あ
ら
う
｡.

大
英
帝
国

既
に
的
二
十
常

rバ
ー
レ
ル

の
石
油
は
t

rJ
の
問
の
石
炭
紀
静
は
据
-
込
ん
だ
油
井
か
ら
或
は
石

炭
挑
か
ら
も
田
で
ゐ
る
｡

叉
､

一
方
に
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
は
石
油
頁
岩
が

多
量
に
採
掘

rJれ
て
製
油

さ
れ
て
ゐ
る
｡
油
井
よ
り
採

油
す
る
原
油
と
の
競
軍
は
刺
状
さ
れ
､
石
油
貫
岩
よ
-

の
採
油
の
全
盛
と
在
カ
､
最
早
.
大
英
本
間
で
は
整
井

で
石
油
を
求
め
る
事
業
は
聡
櫨
し
な
-
な
っ
た
｡

英
閲
が
園
内
の
石
油
理
減
義
に
就
て
最
近
は
悲
観
的

に
傾

5,
で
ゐ
る
ほ
7?
拘
ら
ず
'
借
地
楯
の
配
置
に
就

い

て
地
主
の
態
度
が

-1
歩
を
進
め
て
安
雄
開
発
の
菊
運
に

向

へ
ば
､
小
規
模
の
常
利
事
業
と
し
て
成
立
す
る
と

い

は
れ
で
ゐ
る
｡

西
班
牙
と
葡
萄
牙

石
油
露
面
と
タ
ー
ル
･
サ
ン
ド

岬
究

fg

茄



地

球

節
十
七
潜

の
糠
床
は
閣
内
の
鹿
々
は
あ
カ
､
少
畳
の
石
油
は
油
井

よ
み
崖
す
る
と

い
は
れ
で
ゐ
る
｡
恐
ら
-
地
方
的
の
産

油
は
､
雨
間
の
到
る
巌
に
あ
る
や
う
で
あ
る
｡
地
質
調

査
が
精
密
に
行
は
れ
J
ば
､
異
に
重
要
な
油
田
は
､
今

後
に
於
で
磯
風
さ
れ
る
見
込
み
が
あ
る
｡

然
し
現
状
は
酉
班
牙
政
府
が
石
油
統
制
に
つ
い
て
は

石
油
室

員
町
制
度
を
固
執
し
て
ゐ
る
｡

伊
太
利

産
油
は
僅
少
で
年
額
が
五
薗

4,,
-
レ

ル
で

あ
る
｡
伊
大
利
の
石
油
磯
は
局
部
的
ほ
し
か
慣
値
は
な

5,
0尤

も
多
-
の
石
油
露
両
は
帯
状
を
を
し
て
ポ
ー
河
の

渓
谷
の
南
側
の
丘
陵
に
沿
以
長
ru
LTTT哩
飴
は
連
覆
し
tJ

ゐ
る
｡
之
に
蹟
ぐ
焼
き
で
は
'
中
部
及
南
部
の
伊
太
利

に
も
あ
る
が
､
地
質
調
査
が
精
密
と
在
る
と
共
に
既
知

の
油
田
よ
カ
も
以
上
の
大
油
圧t
の
開
磯
を
見
る
ほ
至
る

乙
と
は
明
ら
か
で
あ
る
｡

瑞
西

ジ
ユ
ラ
山
脈
と
ア
ル
プ
ス
山
系
と
は
挟
ま
れ

た
横
間
に
は
石
油
露
面
や
背
斜
構
造
が
若
干
あ
み
､
rJ

の
置
域
に

小
を
る

石
油
糠
床
が

現
は
れ
る
や
79
知
れ

節
六
蹴

買

〇

五
大

将
0争

エ
コ
ス
E3
.八
年
ヤ
と
墳
太
利

チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ

ャ
ほ
於

い
て
は
ヱ
グ
ベ
ル
か
ら
少
畳
の
石
油
が
産
出
し

ウ
イ
ン

で
ゐ
る
｡
喚
問
は
維

納

附
進
の
油
井
か
ら
精
々
出
油
し

た
｡
又
､
石
油
露
面
は
ー
維
納
大
盆
地
の
牝
隅
に
沿
以

ス
ロ
バ
キ
ア
は
磨
す
と

い
は
れ
て
ゐ
る
｡
盆
地
の
両
横

の
大
在
の
と
域
内
の
地
層
の
特
性
か
ら
見
る
と
､
乙
の

隅
落
地
帯
の
周
遊
に
近
-
肺
衆
は
末
輩
孜
油
田
の
現
は

れ
る
推
測
が
益
々
確
か
め
ら
れ
る
｡

韮
細
韮
及
び
某
印
度
諸
島

ト
ル
キ
ス
タ
ン
と
西
部

シ

ベ
リ
ア
の
油
田
は
'
位
置
は
ア
J,,h
ア
に
あ
る
が
'

ロ

シ
ア
の
石
油
糠
床
の
項
で
閥
聯
し
て
既
は

述

べ
て
あ

る
｡
之
は
地
質
的
.
地
理
的
'
政
治
的
は

ロ
シ
ア
油
田

と
密
接
な
紺
係
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
｡
故
に
､
次
に
は

此
等
の
油
田
の
南
方

へ
の
延
長
在
る
､
ベ
ル
シ
ア
及
び

メ
ソ
が
ク
"F
ア
油
田
､
印
度
､
ビ
ル
マ
､
兼
印
度
諸
島

の
重
要
を
油
田
匿
域
と
残
る
ア
ジ
ア
の
小
油
田
叉
は
無

名
の
79
の
ほ
就
て
述
べ
る
｡

ベ
ル
シ
ア
及
び
メ
ソ
ポ
ぞ

､,
ア
油
田
は
'
就
中
､
最



大
の
も
の
で
､
憩
ら
-
世
界
的
に
も
最
大
と

い
っ
て
も

過
言
で
は
な

い
｡
従
っ
て
.
経
酒
上
叉
は
外
交
上
の
興

味
の
中
心
と
在
っ
て
ゐ
る
｡
現
在
は
商
圏
ベ
ル
シ
ア
の

油
田
は
ア
ン
グ

ロ
･
ベ
ル
シ
ア
石
油
骨
配
の
譲
奥
地
を

以
て
占
め
ら
れ

(
同
配
は
英
閥
政
府
が
経
酒
上
の
支
配

椎
を
輩
捉
し
て
ゐ
る
).
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
に
於
け
る
事
業

は
､
ト
ル

コ
石
油
食
酢
の
手
で
行
は
れ
て
ゐ
る
｡
乙
の

骨
融
は
共

闘
'
俳
蘭
西
､
和
蘭
､
米
閥
が
禽
講
の
経
基
､

向

後
は
開
発
を
侯

つ
廿
四
の
油
昔
は
､
.i
定
の
時
期
(
悲

ら
-

.i
九
三

一
年
な
ら
ん
か
)
に
於
で
'
或
は
央
れ
以

前
に
ト
ル
コ
石
油
食
酢
が
そ
の
選
樺
に
任
ず
る
と
の
定

款
を

l
敦
可
決
し
各

々
が

馨
輿
者

と
在
っ
て
成
立
し

た
0爾

後
は
同
じ
大
き
の
増
･etの
油
昔
は
澱
高
の
入
札
を

せ
る
問
に
質
劃
さ
れ
る
.

こ
の
種
城
が
開
聴
さ
れ
る
に
は
､
最
高
級
の
密
輸
並

は
政
兼
上
に
於
け
る
政
治
手
腕
が
必
要
と
在
る
｡

従
っ
て
若
し
も
閥
係
列
強
の
間
に
協
調
の
基
礎
を
賢

明
に
礎
属
し
て
行
か
沿
と

き
は
､
速
に
閉
際
問
の
訳
大

壮
鼎
帥
附
の
現
状
と
石
油
工
難

な
る
紛
軍
を
招
-
こ
と
に
な
る
｡

東
印
度
諸
島
は
大
油
田
を
挿
し
､
ベ
ル
シ
ア
及
び
メ

ソ
ポ
タ
ミ
ア
に
比
べ
る
と
､
そ
の
憤
値
は
精
々
劣
る
が
､

相
､
現
今
に
於
で
寮
婁
油
田
の
列
に
あ
る
の
は
'
田
油

菜
が
豊
富
な
の
と
'
割
合
に
大
洋
の
輪
法
の
便
宜
が
つ

き
易

い
か
ら
で
あ
る
｡

ベ
ル
シ
ア
と
メ
ソ
雅
タ
･,lア

第
三
紀
層
よ
-
成
る

大
箱
削
岩
石
背
は
､
チ
グ
-
ス
河
岸
の
モ
ズ
-
ル
よ
･a

ベ
ル
シ
ア
関
頭
ま
で

一
寓

二
千
哩
飴
の
間
を
蓮
潰
し
､

虹
は
轡
の
北
岸
に
附
ひ
､
東
南
部

ベ
ル
シ
ア
の
メ
ク
ラ

ン
沿
岸
地
方
ま
で
延
び
て
ゐ
る
｡
fJ
の
地
方
は
メ
ク
ラ

ン
沿
岸
に
､
ソ
ル
ト
･
ド
ー
ム
が
敬
達
し
で
ゐ
る
.

大
石
油
露
面
及
び
瓦
斯
露
頭
の
多

い
'
乙
の
地
帯
は

メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
よ
か

ベ
ル
シ
ア
ほ
亘
る
低
域
で
､
を
の

幅
が
約
百
哩
あ
-
､

一
方

は
チ
グ
-
ス
'

ユ
ー
フ
ラ
テ

ス
両
大
河
に
挟
ま
れ
る
平
原
と
他
は
南
西
ベ
ル

シ
ア
山

地
と
の
間
は
位
置
を
占
め
て
ゐ
る
｡
石
油
は
中

新
期
及

び
蝉
新
期
暦
に
多
量
に
産
出
す
る
が
､
主
要
な
る
産
油

は
エ
オ
シ
ソ
期
の
石
衣
岩
の
も
の
で
産
状
は
墨
酉
晋
の

買

1

五
七



地

球

終
十
七
懲

南
部
油
関
の
夫
れ
ほ
酷
似
し
て
ゐ
る
｡

即
ち
油
井
は
大
出
油
計

恵

し
産
油
が
減
退
す
る
rJ
と

な
-
特
約
す
る

(或
る
油
井
の
如
き
は
日
産
が
五
千
甫

バ
ー

レ
ル
あ
る
)
が
'
終
に
は
廟
水
の
馬
に
墨
西
苛
油

旺l
の
如
く
突
如
と
し
て
減
退
に
向
ふ
や
う
で
あ
る
｡

ベ
ル
シ
ア
で
は
既
に
幾
多
の
大
仙
附
が
閑
静
さ
れ

て

ゐ
る
｡

そ
の
Ⅲ
油
蓋
は
送
油
細
管
の
容
最
と
市
場
は
於

け
る
仙
情
の
高
低
の
た
め
に
限
定
を
受
け
る
が
､
油
関

の
容
積
は
何
等
の
影
響
も
典

へ
て
い
な

い
｡

然
る
は
､

一
九
二
七
年
に
於
け
る
ベ
ル
シ
ア
の
産
油

箱
は
､
四
千
二
百
雷
バ
ー
レ

ル
は
達
し
で
ゐ
る
｡

メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
イ
ラ
ク
に
於
け
る
敢
初
の
三
油
井

の
雑
で
二
つ
は
浅
膚
の
大
出
油
井
で
あ
-
､
他
は
口
達

が
九
蘭

バ
ー
レ
ル
の
も
の
で
あ
る
｡

TJ
の
外
に
75｡多
数
の
瓦
井
の
登
見
ru
れ
る
こ
と
が
､

焦
眉
の
聞
闇
で
あ
る
｡

石
油
崎
法
の
閑
雅
を
乙
と
､
砂
漠
地
で
あ
る
乙
と
'

酷
烈
な
潜
熱
や
'
鈷
郷
せ
る
政
治
閲
係
な
ど
が
原
因

し
て
､
こ
の
蹟
域
の
冊
壁
を
妨
げ
で
ゐ
る
｡

鰐
六
雛

阿

竺

五

八

ベ
ル

シ
ア
油
刑
の
事
業
地
は
長
ru
二
可
哩
の
送
油
鎖

骨
で
､

ベ
ル

シ
ア
轡
軸
の
ア
'JrT
タ
ン
の
製
油
所
と
連
絡

し
て
ゐ
る
が
､

イ
ラ
ク
新
油
田
の
石
油
は
長
さ
六
百
五

十
哩
の
迭
油
管
で
砂
漠
地
を
横
断
し
地
中
海
沿
岸
の
諾

港

へ
輸
送
す
る
設
備
が
完
成
さ
れ
る
像
定
で
あ
る
｡

斯
か
る
迭
油
地
坪

MLJ建
造
し
且
つ
之
を
維
持
す
る
ほ

は
､
徒
々
ほ
し

て掠
奪
臣
事
と
す
る
砂
漠
の
士
人
と
の

衝
突
は
免
れ
な

い
の
で
､
却
々
の
大
問
題
と
在
っ
て
ゐ

る
｡
而
し
/し
期
の
迭
油
管
が
政
治
上
の
境
界
線
を
横
断

せ
ね
は
在
ら
ぬ
事
も
亦
ー
粧
目
は
値
す
る
rJ
L
J
で
あ
る
.

洋
上
に
於
け
る
抽
選
は
総
数
が
低
廉
で
､
油
槽
船
の
輸

送
費
は
地
中
海
岸
の
港
よ
-
親
宵
ま
で
石
油
の

一
バ
ー

レ

ル
は
就
d
TJ
ti
弗
を
精
々
追
え
る
に
過
ぎ
な

い
.
而
し

て
ベ
ル
シ
ア
轡
か
ら
は
約

二
,l
I
レ
ル
昏
-
が

一
弗
草

で
あ
る
｡

南
両
部
ベ
ル

シ
ア
油
田
の
外
に
も
､
像
備
油
田
と
し

て
債
植
大
在
る
も
の
が
カ
ス
ピ
海
の
南
岸
を
園
ひ
北
部

ベ
ル
シ
ア
の
玉
置
域
は
分
布
し
て
ゐ
る
｡

叉

､
ク
ル
ミ
ア
湖
と
カ
ス
ピ
梅
と
は
挟
ま
れ
る
地
方



ほ
は
t
.'',
ク
ー
油
附
と
閥
係
す
る
大
油
曲
と
大
鰐
面
と

が
分
布
し
て
屠
-
､
岩
雄
､
石
韓
を
件
ふ
p
石
油
の
表

面
徴
候
が
､
rJ
の
地
方
の
慮
々
ほ
あ
る
｡

後
備
的
LJ,
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
が
､
北
部
油
汗t
の

ジ
i
ン〆
ル

薯
陸
上
の
慣
値
は
'
造

林

に

半
ば
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
と

孤
放
し
た

地
域
な
の
で
著
し
-

局
限
さ
れ
た

態
で
あ

る
｡
こ
の
地
方
に
産
す
る
石
油
の
自
然
の
出
口
は
､
カ

ス
ピ
梅
を
超
え

て送
油
抜
管
で
バ
ク
ー
よ
-
器
梅

へ
輸

送
す
る
の
で
あ
る
が
p
乙
の
状
態
で
進
む
と
蓬
に
は
露

囲
油
と
直
接
に
販
頁
職
h
tな
す
に
至
る
で
あ
ら
う
｡

ベ
ル

シ
ア
及
び
メ
ソ
ポ
ク
,･,
ア
油
田
は
要
す
る
に
橡

備
的
に
慣
値
の
極
め
て
大
な
る
も
の
で
あ
る
C2(
其
の
致

悪
性
の
大
部
は
間
際
間
の
紛
軍
や
乱
健
に
嚇
ru
れ
て
ゐ

る
こ
と
が
主
因
を
な
し
て
ゐ
る
｡)
乙
の
石
油
楯
は
p
石

油
資
源
と
し
で
は
現
在
に
於
け
る
韮
婁
在
も
の
で
､
此

塵
三
年
以
内
に
世
非
の
石
油
供
給
上
に
多
大
の
貢
献
を

な
す
に
到
る
だ
ら
う
O

光
も
､
油
情
が
現
偵
よ
-
も
精
々
昂
聡
を
見
る
必
要

は
あ
る
が
､之
が
薯
現
す
れ
ば
ruL
で
難
球
で
は
な

い
｡

世

非

油

川

の

現
状と
ポ
油
;j
栄

パ
レ
ス
タ

イ
ン
と
シ
リ
ア

多
-
の
渥
軍
機
床
と
石

油

露
面

は
両
地
の
到
る
虞
に
あ
-
'
地
方
的
に
菰
姿
を

石
油
傭
健
児
を
暗
示
す
る
構
造
上
の
煤
件
h
t且
ハ傭
し
て

ゐ
る
.
然
し
大
量
の
石
油
h
l出
し
て
燐
域
に
瓦
-1
鰭
展

す
る
見
込
は
夜

い
O

印
度

附
ア
ッ
サ
ム
と
ビ
ル
マ

蘭
傾
来
印
度
の
盆

汎
ほ
旗
-
凝
蓮
す
る
第
三
紀
の
大
槽
曲
厨
は
濫
細
亜
本

土
は
延
び
て
ビ
ル
マ
と
ア
ッ
サ
ム
に
現
ほ
れ
て
ゐ
る
O

現
在
に
於
け
る
印
度
の
線
産
油
額
入
間
常

r/'l
-

レ
γ

は
こ
の
両
地
方
か
ら
出
る
｡
期
の
抽
出
は
近
世

の
石
油

時
代
と
在
る
以
前
､
早
-
も
土
人
の
手
で
手
掘
式
の
油

井
で
開
登
さ
れ
て
ゐ
ね
｡
従
っ
て
石
油
事
業
の
地
歩
は

安
定
し
て
ゐ
る
が
､
翻

-i
歩
を
進
め
た
深
場
作
業
や
泥

非
掘
魔
は
放
棄

さ
れ
て
ゐ
る
｡

浅
圏
を
試
掘
し
て
石
油
相
を
増
大
す
る
像
憩
は
今
で

は
つ
い
て
屠
る
ら
し

い
が
p
之
が
確
定
す
れ
ば
'
虹
に

磯
展
す
る
｡
二
つ
の
主
要
な
系
統
の
油
田
が
あ
-
､
,T

ラ
ワ
ヂ
河
の
酉
を

山
系
と

並
走
す
る
背
斜
神
曲
を
含

み
､
そ
の
中
で
若
干
の
摺
曲
は
ア
ラ
カ
ン
梅
岸
に
島
喚

男
三

光
九



地

瑚

第
十
七
各

と
し
で
現
は
れ
て
ゐ
る
.
ア
ッ
サ
ム
で
は
'
相
常
夜
畳

の
石
油
が
､
ビ
ル

マ
油
田
の
褐
曲
静
と
掴
係
あ
る
地
圏

内
に
膳
胎
し
て
ゐ
る
が
'
赤
堀
の
償
償
あ
る
神
曲
暦
は
､

両
部
ア
ッ
サ
ム
と
基
部

ベ
ン
ガ
ル
は
あ
る
｡

ヒ
マ
ラ
ヤ
山
系
の
南
濃
の
丘
陵

は
滑
S
虞
々
ほ
散
在

す
る
､
パ
ン
ジ
ャ
ブ
州
内
の
石
油
露
所
は
'
イ
ン
ダ
ス

河
の
水
源
地
の
山
脈
が
漕
-
凸
形
の
大
孤
線
上
は
分
布

し
て
ゐ
る
O
ガ
ン
J,,h
ス
と
イ
ン
ダ
ス
爾
大
河
の
渓
谷
は

最
新
期
の
堆
積
物
で
被
覆
n
れ
､
大
地
溝
を
覆
し
て
ゐ

る
｡乙

の
北
隅
に
重
要
油
刑
の
出
現
が

期

待
さ
れ
て
ゐ

る
｡

産
油
匿
域
の
位
鷺
を
選
定
す
る
に
は
'
地
球
物
珊

撃
的
方
法
が
必
要
で
あ
る
｡
印
度
牛
島
の
躯
幹
部
'
即

ち
印
度
-
ガ
ン
デ
ス
平
原
の
南
隣
地
方
は
､
仝
-
石
油

糠
床
に
は
恵
ま
れ
て
い
な

い
.

東
印
度
諸
島

東
印
度
諸
島

に
於

け
る
石
油
事
業

は
､
叢
林
ほ
て
敵
は
る
ゝ
た
め
'
湛
し
-
障
害
を
受
け

て
ゐ
る
｡
且
つ
御
薗
人
が

東
の
殖
民
地
借
槽
を
以
て
事

妨
大
紋

宍

四

六
〇

業
を
固
-
統
制
す
る
た
め
.
之
も
滴
し

て著
し
-
産
油

額
を
制
限
し
て
ゐ
る
｡
(

現
在
は
年
額
約
三
千
寓

rJrt
I

レ
ル
)

乙
の
地
方
は
石
油
地
と
し
て
の
償
倍
は
主
要
級
は
属

し
､
主
翼
を
輸
注
通
路
や
港
圏
に
接
近
す
る
た
め
t

i

暦
､
を
の
債
値
は
重
要
で
あ
る
｡

マ
レ
イ
牛
島
と
ビ
ル

マ
油
田
の
摺
曲
地
層
の
系
統
は

蘭
領
兼
印
度
に
顔
-
分
布
し
て
ゐ
る
｡

其
の
他
､
食
油
第
三
紀
層
の
摺
曲
は
､
ボ
ル
ネ
オ
､

ニ
ュ
ー
ギ
ネ
ア
と
之
と
地
質
的
に
駒
係
あ
る
島

唄
に
散

在
し
て
ゐ
る
｡
現
在
､
稼
業
せ
る
油
田
と
､
賂
凍
凝
展

す
べ
き
像
傭
油
田
の
数
は
極
め

て多
-
､
既
に
浅
暦
に

於
で
豊
富
を
出
油
を
得
て
ゐ
る

｡

骨
油
地
層
の
堆
積
せ
る
厚
n
の
大
在
の
と
､
そ
の
屈

す
る
地
質
時
代
が
始
新
期
よ
･Ct鮮
新
期
に
至
る
長

い
範

囲
に
あ
る
等
は
､
向
後
に
於
で
兼
印
度
の
産
油
が
益
々

重
大
を
も
の
に
怒
る
密
接
で
あ
り
､
特
は
叢
林
の
開
教

及
び
凝
展
を
促
す
､
よ
き
手
段
と
も
在
る
79
の
で
あ
る
｡

日
本
及
び
量
潜

節
三
瓶
摺
曲
暦
は
件
ふ
石
油
徴
候



は
p
日
本
列
島
の
各
虞
に
露
出
し
て
ゐ
る
｡

附
し
て
日
本
の
産
油
は
主
と
し
て
北
海
道
と
本
州
の

島
々
で
あ
る
が
､

一
九

一
六
年
度
に
は

一
時
は
年
額
が

三
百
常

fr't
L-
レ
ル
に
逢
し
た
｡

然
し
そ
れ
以
降

は
先
非
壁
､
作
業
費
の
嵩
む
た
め
醐

ぶ
れ
､
漸
次
に
裏
革
に
向
つ
た
.

樺
太

日
本
の
酉
北
に
任
し
シ
ベ
リ
ア
沿
岸
の
大
サ

ガ

レ
ン
島
は
.
早
-
よ
-
雅
状
を
忽
せ
る
石
油
露
頭
が

東
北
の
海
岸
に
治
払
長
さ
二
宵
数
哩
は
亘
っ
て
連
潰
し

て
ゐ
る
た
め
'
数
年
間
と
5'
ふ
も
の
は
興
味
の
中
心
と

し
て
聞
損
に
さ
れ
て
ゐ
た
｡

･

枕
近
に
締
結
さ
れ
た
協
定
の
下
に
､
日
本
の
事
業
家

は
今
や
こ
の
間
域
の
試
掘
に
活
躍
中
で
､
既
に

一
部
分

よ
り
出
油
を
得
て
ゐ
る
｡
興
味
あ
る
採
僻
地
は
'
渥
岸

へ
近
-
存
在
す
る
が
へ
多
-
は
何
れ
も
沼
樺
地
に
遮
れ

三
父
通
の
榎
が
よ
-
な

い
｡
従
っ

て試
掘
作
業
を
完
成

す
る
ま
で
に
は
長
年
月
を
婁
す
る

｡賂
水
は
､
多
量
の

石
油
が
顔
見
さ
れ
さ
う
で
あ
る
O

H
本
の
由
状
は
､
囲
内
の
石
油
需
要
畳
の
半
ば
以
上

壮
非
rI;山
田
の
現
状
と
石
油
工
業

を
輸
入
し
て
ゐ
る
故
'
之
は
最
も
頚
嬰
夜
79
の
ほ
を
る

で
あ
ら
う
｡

支
那
及
び
印
度
支
那

豚
水
'
抹
目
す
べ
き
含

油
閲

域
は
中
部
よ
-
酉
部
に
亘
る
支
那
､
特
に
駅
酉
省
p
四

川
省
､
新
艇
省
の
地
方
で
あ
る
が
､
探
糠
の
結
果
は
局

部
的
に
来
夏
襟
懐
倍
の
も
の
で
､
そ
れ
以
上
の
資
源
は

皆
無
夜
fJ
と
が
判
明
し
た
｡
面
積
が
頗
-
且
つ
地
質
の

極
め
て
視
雅
在
斯
の
閥
が
余
熱
'
石
油
の
産
出
が
な

い

も
の
と
は
考

へ
ら
れ
附
｡
恨
令
､
醸

造
の
不
便
'
長
距

離
や
政
治
上
の
混
乱
が
事
業
の
聴
展
を
妨
げ
'
そ
の
成

果
を
近
い
賂
雄
に
結
び
得
覆

い
と
し
て
も
.

シ
ャ
ム
の
地
質
は
.
石
油
の
産
出
に
は
不
通
皆
で
あ

-
'
僻
領
印
度
支
那
も
先
づ
出
油
を
期
待
す
る
の
は
不

可
能
の
や
う
で
あ
る
｡

西
比
利
正

光
に
歓
羅
比
露
西
東
は
於
け
る
油
朋
の

項
で
述
べ
た
､
ウ
ラ
ル
･
エ
ム
rr'l
地
方
と
ト
ル
キ
ス
タ

ン
地
方
を
除
-
シ
べ
-
ア
の
他
の
場
所
に
も
､

石
油
の

あ
る
こ
と
は
確
薯
で
あ
る
O
然
し
其
の
地
質
は
飴
-
探

究
さ
れ
で
居
を
い
し
､
探
粥
も
開
発
79
進
捗
L
を

い
｡

実

菰

六

一



節
十
七
番

兼
北
部
は
古
期
の
岩
石
よ
-
成
る
が
､
石
油
を
肱
胎

し
て
居
る
様
子
も
な

い
｡
rJ't
イ
カ
ル
湖
附
近
に
石
油
楓

聴
且
の
報
骨
は
既
に
あ
る
が
､
-
ル

マ

コ
フ
氏
は
之
を

I.T
2.･･
･.I,

軍
に
現
在
､
磯
展
す
る
三

角

洲

は
形
成

さ
れ
た
少
量
の

石
油
で
､
そ
の
債
値
は
地
方
的
ま
で
も
至
ら
ぬ
布
衣
だ

と
見
て
ゐ
る
｡
樺
太
の
封
岸
の
沿
海
州
に
も
石
油
登
兄

が
期
待
さ
れ
て
ゐ
る
.
叉
多
数
の
油
田
は
'
イ
エ
ニ
セ

イ
と
ウ
ラ
ル
の
間
の
大
匿
域
及
び
ギ
ル
ギ
ス
･
ス
テ
ッ

プ
の
方
面
に
も
短
時
間
で
折
々
発
展
し

ょ
う
.

濠
洲
及
び
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

ニ
ュ
ー
'･,h
I
ラ
ン

ド
に
於

て
は
､
珊
常
夜
畳
の
廃
油
が
漸
て
成
功
す
る
で

あ
ら
う

が
現
状
は
､
局
部
的
慨
倍
の
油
田
が
濠
洲
か
或

は

IT
ユ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
か
何
れ
に
も
現
は
れ
る
磯
骨
は

な

い
や
う
で
あ
る
｡

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
現
在
は
六

甫

rrrl
I

レ
ル
飴
の
石
油
h
t出
し
p
石
油
露
面
は
､
試
掘

兼
完
了
の
匿
域
は
認
め
ら
れ
て
ゐ
た
｡

濠
洲
の
東
南
部
は
於
け
る
少
農
の
石
油
及
瓦
斯
の
散

妨
六
雛

票

3,(

六

二

衣
す
る
乙
と
よ
ら
推
測
す
る
ほ
'

配
は
凝
井
を
進
め
構

造
h
t精
査
す
れ
ば
'
こ
の
低
域
に
も
油
田日
登
兄

の
可
能

性
は
あ
る
｡
然
し
大
し
た
拍
油
は
得
ら
れ
犯
と

恩
は
ね

は
な
ら
を

い
0

阿
弗
利
加

ア
フ
リ
カ
は
主
要
な
る
石
油
堀
床
を
敏

き
､
大
陸
の
大
部
の
地
表
は
石
油
を
膳
胎
せ
拍
岩
石
を

以
て
被
覆
さ
れ
で
ゐ
る
｡
現
在
､
ア
ブ
-
カ
に
於
け
る

産
油
は
年
報
百
十
蘭

バ
ー
レ

ル
で
､
之
は
主
と
し
て
シ

ナ
イ
牛
島
の
対
岸
な
る
紅
梅
は
臨
む
壊
及
油
田
の
も
の

で
あ
-
､
少
量
は
ア
ル
ジ
ェ
-
ア
よ
-
79
度
Ⅲ
す
る
｡

其
の
他
､
英
領
ソ
マ
リ
ラ
ン
ド

(
伊
大
利
額
を
も
含

む
)
の
ア
デ
ン
轡
の
南
方
に
も
､
又
'

マ
グ
カ
ス
カ
ル

島
に
も
石
油
の
徴
候
は
知
ら
れ
て
ゐ
る
｡
葡
領
兼
ア
フ

リ
カ
､
ナ
ク
ー

ル
､
ア
ン
ゴ
ラ
及
び
ギ
ネ
ア
輝
の
周
囲

の
魔
々
ほ
も
あ
る
Ⅷ

然
し
､
局
部
的
債
倍
以
上
に
磯
展
せ
る
も
の
は
'
向

後
乙
の
万
両
に
現
は
れ
n
う
も
な

い
｡

(完
)


